
塚
本
邦
雄
に
お
け
る
初
期
の
位
相
⇔

一
「
木
樺
」
を
中
心
と
し
て

安

森

敏

隆

一

 
岡
井
隆
に
「
ア
ラ
ラ
ギ
」
の
習
作
期
が
あ
り
、
山
中
智
恵
子
に
「
日
本
歌

人
」
の
少
女
期
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
塚
本
邦
雄
に
お
い
て
は
、
杉
原
一
司
と
短

歌
の
「
方
法
」
を
模
索
し
た
同
人
誌
「
皇
猷
窪
。
侮
。
」
が
そ
れ
に
相
当
す
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
。
 
「
蜜
似
窪
。
画
Φ
」
の
創
刊
に
あ
た
る
一
巻
一
号
（
昭
和
2
4

年
8
8
月
1
0
日
発
行
）
に
は
、
杉
原
一
司
の
評
論
エ
ッ
セ
イ
「
方
法
の
位
置
一

や
さ
レ
い
短
歌
論
」
に
並
ん
で
塚
本
邦
雄
の
「
ア
ル
カ
リ
単
身
」
十
五
首
が
雑

誌
の
一
面
を
飾
っ
て
い
る
。

 
 
ア
ル
カ
リ
歌
章

 
 
 
A

赤
い
旗
の
ひ
る
が
へ
る
野
に
根
を
お
ろ
し
下
か
ら
上
へ
咲
く
ヂ
ギ
タ
リ
ス

．
贋
札
の
類
か
ろ
ら
か
に
街
を
流
れ
野
に
な
が
れ
暗
い
夕
日
に
ひ
び
き

淡
水
の
潮
と
ま
じ
は
る
河
渉
り
旅
人
ら
麦
の
種
子
を
も
と
め
き

廃
港
は
霧
ひ
た
ひ
た
と
流
れ
よ
る
今
宵
幾
た
り
目
か
の
オ
フ
エ
リ
ア

炎
天
の
河
口
に
流
れ
く
る
も
の
を
待
つ
晴
朗
な
偽
ハ
ム
レ
ッ
ト

 
 
 
B
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
あ
け

卓
上
に
奮
約
、
妻
の
く
ち
び
る
は
と
ほ
い
鹸
湖
の
味
爽
の
ね
む
り
を

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

ア
ル
カ
リ
の
湖
底
に
生
れ
て
具
み
る
は
き
り
き
り
と
死
の
螺
旋
に
巻
か
れ

ひ
き
つ

痙
攣
れ
る
死
鶏
の
眼
、
輪
唱
の
輪
唱
の
輪
の
ひ
ろ
が
る
な
か
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
ほ

永
い
な
が
い
雨
季
過
ぎ
 
巨
き
向
日
葵
に
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
の
舌
ひ
る
が
へ

る 
 
 
C
層

偽
公
爵
と
踊
り
た
る
夜
の
霧
に
濡
れ
銀
色
の
徽
を
ふ
く
バ
ル
・
シ
ュ
ー
ズ

ゆ
き
た
く
て
た
れ
も
ゆ
け
な
い
夏
の
野
の
ソ
ー
ダ
フ
ァ
ウ
ン
テ
ン
に
あ
る
レ

ダ
の
靴

」
表
に
は
蛇
、
裏
に
首
く
っ
き
り
と
刻
み
た
る
金
貨
麺
魏
屋
に
わ
た
す

乾
葡
萄
の
蒸
せ
る
匂
ひ
に
い
ら
い
ら
と
少
年
は
背
よ
り
抱
き
し
め
ら
れ
ぬ

為
替
手
形
や
葡
萄
の
房
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
を
ん
な
か
ら
女
の
旅
に
く
た
び
れ

く
り
か
へ
し
翔
べ
ぬ
天
使
に
よ
み
き
か
す
・
白
葡
萄
里
民
製
法
秘
傳

こ
こ
に
は
従
来
短
歌
（
昭
和
二
十
四
年
以
前
）
の
く
素
材
〉
と
く
私
〉
と

く
詩
〉
の
範
躊
を
は
る
か
に
ご
え
た
三
十
一
音
の
羅
列
が
あ
る
。
 
〈
素
材
〉
的

〔14ユ〕

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
初
期
の
位
相
ロ
 
一
「
木
模
」
を
中
心
と
し
て



に
は
、
 
「
オ
．
フ
ェ
リ
ア
」
や
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
や
「
ア
ル
カ
リ
の
湖
底
」
 
「
コ

ス
モ
ポ
リ
タ
ン
」
 
「
レ
ダ
の
靴
」
な
ど
が
う
た
わ
れ
て
お
り
、
日
本
の
風
土
や

社
会
や
日
常
と
い
っ
た
と
こ
ろ
に
素
材
を
も
と
め
て
い
た
従
来
の
も
の
に
比

べ
、
ま
こ
と
に
異
質
な
も
の
で
あ
っ
た
。
又
、
】
首
一
首
の
背
後
に
ぴ
っ
た
り

と
く
っ
つ
い
て
い
る
は
ず
の
日
常
形
而
下
的
な
作
者
の
〈
私
〉
も
こ
こ
で
は
な

ま
の
か
た
ち
で
一
切
登
場
せ
ず
、
こ
れ
ら
一
連
の
背
後
の
ト
・
ー
タ
ル
な
認
識
者

と
し
て
登
場
す
る
の
み
で
あ
る
。
又
そ
れ
に
と
も
な
い
一
首
一
首
の
〈
詩
〉
の

質
も
従
来
の
雷
電
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
音
色
を
奏
で
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ

が
、
こ
の
タ
ブ
ロ
イ
下
版
の
同
人
誌
「
蜜
工
面
。
α
Φ
」
は
昭
和
二
十
五
年
の
二

月
ま
で
に
七
号
出
た
だ
け
で
ほ
と
ん
ど
黙
殺
さ
れ
て
し
ま
い
、
世
評
に
の
ぼ
る

こ
と
も
喧
伝
さ
れ
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
歌
を
含
め
、
昭

和
二
十
六
年
八
月
刊
行
さ
れ
た
第
一
歌
集
『
水
葬
物
語
」
 
（
メ
ト
ー
ド
社
）
は

今
日
で
は
有
名
す
ぎ
る
ほ
ど
有
名
に
な
っ
た
が
、
当
時
は
百
二
十
部
限
定
刊
本

で
あ
り
、
人
口
に
膳
災
さ
れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
歌
集
で
あ
る
。
昭
和

三
十
年
代
に
は
い
っ
て
、
前
衛
短
歌
運
動
の
台
頭
と
あ
い
ま
っ
て
塚
本
邦
雄
は

次
々
と
新
し
い
歌
を
つ
ぐ
り
歌
集
を
刊
行
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
第
二
歌
集

『
装
飾
隻
句
」
 
（
作
品
社
 
昭
3
1
・
3
）
、
第
三
歌
集
『
旧
本
人
霊
歌
」
 
（
四

季
書
房
‘
昭
3
3
・
1
1
）
、
第
四
歌
集
『
水
銀
細
説
」
 
（
白
玉
酒
興
房
 
昭
3
6
・

2
）
、
第
五
歌
集
『
緑
色
研
究
」
 
（
白
玉
書
房
 
昭
4
0
・
5
）
、
第
六
歌
集

『
感
霜
曇
」
 
（
白
玉
書
房
 
昭
4
4
・
9
）
、
第
七
歌
集
『
星
細
図
」
 
（
人
文
書

院
 
昭
4
6
・
1
2
）
、
第
八
歌
集
『
蒼
轡
境
」
 
（
湯
川
書
房
 
昭
4
7
・
8
）
、
第

九
歌
集
『
青
き
菊
の
主
題
」
、
（
人
文
書
院
 
昭
4
8
・
1
0
）
、
第
十
歌
集
『
さ
れ

ど
遊
星
』
 
（
人
文
書
院
 
昭
5
0
・
6
）
で
あ
る
。

 
第
十
歌
集
を
出
し
た
昭
和
五
十
年
の
十
一
月
に
な
っ
て
、
実
は
昭
和
二
十
六

年
に
は
じ
め
て
刊
行
さ
れ
た
処
女
歌
集
『
水
葬
物
語
』
以
前
に
つ
く
ら
れ
た
未

発
表
、
既
発
表
の
作
品
を
ま
と
め
て
未
刊
歌
集
『
透
明
文
法
」
 
（
大
和
書
房

昭
5
0
・
1
1
）
と
命
名
し
て
刊
行
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
「
駿
文
」
に
は
そ
の
間

の
事
情
が
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

 
杉
原
一
司
に
獄
じ
た
「
水
葬
物
語
」
は
、
彼
と
相
見
え
た
時
か
ら
そ
の
死

に
到
る
約
二
年
間
の
作
品
を
収
録
し
て
み
た
。
す
な
は
ち
、
同
人
誌
「
メ
ト

ー
ド
」
初
出
の
作
品
群
を
編
輯
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
魑
し

い
試
作
を
潔
く
切
捨
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
彼
に
殉
じ
、
暗
中
模
索
の
過
去
は

葬
る
決
意
で
あ
っ
た
。
過
去
は
葬
っ
た
が
、
そ
の
時
保
留
し
た
未
来
が
私
に

以
後
二
十
余
年
作
品
を
書
き
続
け
せ
さ
る
結
果
を
生
ん
だ
コ
杉
原
に
殉
ず
る

こ
と
を
、
短
歌
、
定
型
韻
文
詩
ひ
い
て
は
文
芸
と
共
に
生
き
る
こ
ど
に
代
へ

た
と
言
ふ
べ
き
だ
ら
う
か
。

 
切
捨
て
た
作
品
は
、
私
が
戦
後
集
塊
に
歌
人
と
し
て
目
覚
め
、
ほ
と
ん
ど

孤
立
無
援
の
状
況
下
に
、
ひ
そ
か
に
、
し
か
し
烈
し
い
敵
意
に
燃
え
て
書
き

継
い
で
き
た
も
の
で
あ
り
、
中
に
は
歌
誌
「
オ
レ
ン
ヂ
」
 
（
後
「
日
本
歌

人
」
）
、
．
「
青
立
」
、
同
人
誌
「
く
れ
な
み
」
に
発
表
し
た
も
の
も
、
ま
じ
へ

て
み
る
。
未
知
の
杉
原
が
作
品
に
よ
っ
て
私
を
認
め
、
た
だ
、
一
人
の
盟
友
と

想
定
し
は
じ
め
た
の
も
乙
の
期
間
で
あ
っ
た
。
私
も
亦
彼
が
「
オ
レ
ン
ヂ
」

や
同
人
誌
「
花
軸
」
に
発
表
す
る
作
品
や
試
論
に
稀
な
る
念
友
の
志
を
酌
み

と
っ
た
。
 
（
以
下
略
）

 
す
な
わ
ち
『
水
葬
物
語
」
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
っ
と
も
初
期
の
作
品
と
お

も
わ
れ
で
い
た
「
メ
ト
ー
ド
」
の
初
出
作
品
以
前
に
「
オ
レ
ン
ヂ
」
 
（
後
「
日

（ 142 ）



本
歌
人
L
）
や
「
青
樫
」
や
「
く
れ
な
み
」
に
発
表
さ
れ
て
い
た
作
品
が
あ

り
、
「
私
が
戦
後
廃
城
に
歌
人
と
し
て
目
覚
め
、
ほ
と
ん
ど
孤
立
無
援
の
状
況

に
、
ひ
そ
か
に
、
し
か
し
烈
し
い
敵
意
に
燃
え
て
書
き
継
い
で
き
た
」
も
の
の

中
か
ら
三
百
首
を
選
ん
で
、
未
刊
歌
集
『
透
明
文
法
」
と
名
づ
け
て
上
梓
し
た

の
で
あ
る
。
塚
本
邦
雄
は
す
で
に
昭
和
十
九
年
十
一
月
に
「
潮
音
」
の
流
れ
を

ぐ
む
「
青
樫
」
に
参
加
し
、
毎
月
作
品
を
発
表
し
て
お
り
、
戦
後
す
ぐ
に
は

「
オ
レ
ン
ヂ
」
に
参
加
し
、
そ
の
後
「
日
本
歌
人
」
に
作
品
を
発
表
b
た
り
、

昭
和
二
十
二
年
か
ら
二
十
三
年
冬
か
け
て
は
大
阪
を
中
心
に
二
十
代
ば
か
り
の

若
い
人
が
あ
つ
ま
っ
て
つ
く
っ
て
い
た
「
く
れ
な
み
」
に
も
参
加
し
、
短
歌
を

創
り
発
表
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
と
こ
ろ
が
、
実
は
塚
本
邦
雄
に
は
も
っ
と
そ
れ
以
前
に
お
い
て
「
早
霜
」
時

代
の
習
作
期
が
厳
存
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
政
田
容
気
の
作
制
し
た
「
塚
本
邦

雄
年
譜
」
 
（
「
国
文
学
」
昭
5
1
・
1
）
と
同
「
年
号
」
 
（
『
定
本
 
塚
本
邦
雄

湊
合
歌
集
《
別
巻
》
」
所
収
）
を
参
考
に
し
な
が
ら
そ
の
辺
の
事
情
を
た
ど
っ

て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

 
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
年
）
、
第
二
次
世
界
大
戦
下
に
お
い
て
う
動
員
令

に
よ
り
八
月
中
旬
突
如
呉
海
軍
工
廠
に
徴
用
さ
れ
る
」
こ
と
に
な
る
。
昭
和
十

九
年
（
一
九
四
四
年
）
八
月
末
「
母
死
亡
」
し
「
空
襲
激
化
、
連
日
身
辺
に
死

者
を
見
、
明
日
の
生
は
全
く
予
想
し
得
ず
」
と
い
う
状
態
が
つ
づ
き
敗
戦
を
む

か
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

 
こ
の
二
十
歳
か
ら
二
十
三
歳
の
期
間
で
む
か
え
た
戦
争
体
験
、
敗
戦
体
験
を
・

通
じ
て
戦
中
後
期
派
に
共
通
す
る
自
我
亡
失
が
内
部
に
沈
潜
し
現
実
へ
の
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
視
点
が
塚
本
に
あ
た
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
こ
の
期
の
塚
本
、

に
と
っ
て
、
昭
和
十
七
年
の
「
幸
野
羊
三
主
宰
歌
誌
『
木
僅
』
に
入
会
、
断
続

 
塚
本
邦
雄
に
お
け
る
初
期
の
位
相
ロ
 
一
「
木
模
」
を
中
心
と
し
て

的
に
作
品
を
発
表
」
と
い
う
項
と
、
昭
和
十
九
年
の
「
大
阪
の
歌
誌
『
青
樫
」

に
参
加
、
．
毎
月
作
品
を
発
表
、
同
人
と
な
る
」
と
い
う
歌
誌
参
加
の
項
が
政
田

岩
生
の
「
年
譜
」
に
は
み
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
期
の
塚
本
邦
雄
の
歌
そ
の

も
の
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

 
今
の
と
こ
ろ
二
、
三
の
単
発
的
な
論
考
が
あ
る
の
み
で
、
塚
本
邦
雄
の
こ
の

期
の
歌
の
経
歴
は
エ
ア
・
ポ
ケ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
期
、
塚
本
邦
雄
は

な
ん
と
二
百
八
十
八
首
の
歌
を
「
焦
熱
」
・
に
投
稿
し
、
き
た
る
べ
き
短
歌
革
新

の
た
め
に
新
し
い
〈
方
法
〉
を
模
索
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

 
昭
和
五
十
九
年
五
月
二
十
七
日
、
塚
本
邦
雄
は
四
十
年
ぶ
り
に
呉
の
地
に
来

て
「
初
心
忘
る
べ
し
一
わ
が
短
歌
入
門
1
」
と
題
し
て
二
時
間
に
わ
た
っ

て
、
昭
和
十
八
年
か
ら
二
十
三
年
に
か
け
て
入
っ
て
い
た
短
歌
雑
誌
「
良
禽

（
む
く
げ
）
」
の
時
代
の
歌
と
人
に
つ
い
て
話
し
、
自
ら
こ
の
期
の
エ
ア
・
ポ
，

ケ
ッ
ト
の
部
分
を
開
顕
し
て
み
せ
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
次
の
よ
う

に
語
っ
て
い
る
部
分
は
氏
の
か
つ
て
の
思
考
と
今
の
思
考
を
ア
マ
ル
ガ
ム
し
た

も
の
ど
し
て
リ
ア
リ
テ
ィ
を
も
っ
て
ひ
び
い
て
く
る
。

 
『
木
模
」
は
私
に
と
っ
て
の
初
心
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
私
が
生
涯
消
す

こ
と
の
で
き
な
い
「
汚
点
」
と
考
え
て
い
る
の
は
、
大
変
不
遜
な
考
え
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。
誰
に
で
も
、
幼
年
期
、
揺
藍
期
と
い
う
も
の
は
あ
る
。
そ
れ

は
、
免
が
れ
難
い
人
間
の
業
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う
思
い
つ
つ

も
、
こ
の
『
木
樫
」
の
昭
和
二
十
二
年
以
前
の
初
出
作
品
群
が
、
一
切
消
え

て
な
く
な
れ
ば
い
い
と
考
え
た
こ
と
す
ら
あ
り
ま
す
。
も
し
も
、
そ
れ
が
古

書
店
に
で
も
出
れ
ば
全
部
買
い
と
っ
て
焼
き
捨
て
た
い
と
思
っ
た
く
ら
い
で

す
。
い
ま
で
も
そ
う
い
う
気
持
は
か
す
か
に
あ
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今
度
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読
み
返
し
て
み
て
、
妙
に
開
き
直
っ
た
よ
う
な
気
持
も
生
ま
れ
し
た
。
仮

に
、
今
日
の
作
が
一
応
完
成
度
の
高
い
も
の
と
す
れ
ば
、
落
差
の
甚
し
い
初

期
作
品
は
、
ま
ず
け
れ
ば
ま
ず
い
ほ
ど
、
私
の
努
力
の
あ
と
が
は
っ
き
り
す

る
。
変
化
の
様
子
が
き
わ
だ
つ
、
-
歓
迎
す
べ
き
だ
ろ
う
と
。
↓

 
こ
こ
に
は
、
第
一
歌
集
『
水
葬
物
語
」
か
ら
現
在
第
十
四
歌
集
『
豹
憂
』

（
大
和
圭
旦
房
昭
5
9
・
8
）
を
も
の
し
て
き
た
ひ
と
り
の
歌
人
（
う
た
び
と
）

と
し
て
の
自
信
と
孤
高
の
声
が
か
く
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
み
の
が
し
て
は
な
ら

な
い
。
．

 
「
木
模
」
は
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
年
）
四
月
に
幸
田
幸
太
郎
（
本
名
・
森

野
数
夫
）
が
発
行
者
と
な
っ
て
第
一
巻
第
一
号
を
出
し
て
い
る
。
．
そ
し
て
、
そ

の
す
ぐ
あ
と
「
潮
音
」
の
同
人
、
幸
野
羊
三
（
本
名
・
塩
崎
直
幸
）
が
入
社
す

る
と
幸
田
幸
太
郎
は
補
佐
役
と
な
り
、
そ
の
か
わ
り
幸
野
氏
が
以
後
昭
和
二
十

一
年
十
月
に
死
去
す
る
ま
で
主
宰
者
と
な
っ
て
実
質
的
に
「
木
橦
」
を
呉
の
地

に
お
い
て
ひ
っ
ぱ
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
塚
本
邦
雄
が
「
木
模
」
に
参
加
し
た

昭
和
十
八
年
当
時
、
広
島
に
は
「
晩
鐘
」
や
「
真
珠
」
や
「
言
霊
」
と
い
う
有

力
な
歌
誌
が
あ
っ
た
。
又
、
呉
に
は
「
木
橦
」
の
他
に
「
石
楠
花
」
と
い
う
歌

誌
も
あ
っ
た
が
「
ど
」
や
ら
『
木
模
」
の
方
は
歴
然
と
太
田
水
穂
系
の
雑
誌
ら

し
い
。
だ
か
ら
『
石
楠
花
」
幽
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
、
君
が
確
か
め
て
ご
ら
ん
と

い
っ
て
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
万
葉
調
の
、
勤
王
の
志
士
の
歌
の
よ

う
な
不
思
議
な
格
調
の
あ
る
作
品
が
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。
ど
う
も
こ

ち
ら
は
肌
に
合
わ
な
い
よ
う
だ
か
ら
潮
音
系
と
か
い
う
『
三
二
」
の
方
へ
歌
を

出
し
て
見
よ
う
か
と
、
そ
う
思
い
ま
し
た
。
」
 
（
「
初
心
歴
る
べ
し
」
）
と
い

う
こ
と
で
昭
和
十
八
年
か
ら
二
十
三
年
に
か
け
て
「
木
模
」
に
は
じ
め
て
作
品

を
発
表
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

 
塚
本
邦
雄
の
「
木
橦
」
へ
の
作
品
発
表
を
ま
と
め
て
表
，
に
し
て
み
る
と
次
の

よ
う
に
な
る
。

回／
／項

巻
 
（
月
）
 
号
 
 
発
行
年
月

作
品
名
（
欄
踊
歌
数
妻
頁

主
筆
巻
第
五
号
鴨
・
5
・
無
題
（
詠
草
欄
）
「
8
．
【
9

2
 
第
十
巻

第
七
号
蟹
・
7
・
％
奮
（
詠
草
欄
）
了

8

3
一
第
＋
巻
第
八
号
要
・
8
・
2
・
「
鱗
社
友
詠
藩
）
亙10

4
冨
＋
巻
第
九
号
雁
・
9
・
2
・
藤
同
人
短
歌
欄
）
乏
3
一

5
冨
＋
巻
第
＋
号
蒐
・
m
・
2
・
【
麟
同
人
短
歌
欄
二
5
T
一

6
冨
＋
巻
第
±
号
窟
・
n
・
2
・
懲
同
人
短
歌
欄
）
写
一3

∴
華
暮
笙
号
蒐
・
乎
撫
題
同
人
短
歌
眉
墨
5
-
↓
～
9
臼

8

第
±
巻
第
二
口
互
鴨
・
2
・
⊥
無
題
同
人
短
驚
）

n
6
 
 
 
 
1
↓

9

第
±
巻
三
罵
号
蒐
・
3
⊥
綴
同
人
短
歌
欄
）
6
丁
2

脚
線
±
巻
四
鵬
旦
鴨
・
4
⊥
遷
質
入
短
歌
欄
）
8
一
3

-
通
巻
三
9
互
現
・
3
言
違
嫉
歌
欄
）
亙
3

旦
通
巻
三
一
・
三
昭
2
・
，
・
4
奮

一
6
皿
1

13

ﾊ
巻
 
＝
一
三
号
昭
2
0
・
5
蕃

「
0
 
 
 
 
1

，
埜
通
巻
三
四
・
三
二
2
・
・
6

無
題

一
3
．

1
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互
訓
蒙
第
五
号
）
募
・
5
・
％
航
れ
菜

一
7
一
5

路
蒲
糊
三
七
号
）
要
・
6
盛
「
花
一
木
楚
）

5
 
 
 
 
0
0

丑
舗
鵜
三
八
号
）
更
・
7
壷
あ
ぢ
臥
木
模
集
二
F
O
 
 
 
 
9
一

士
霧
三
九
号
）
更
・
8
壷
倫
理
（
一
一
二
王
'
2

唾
棄
覗
識
朋
）
要
・
m
・
響
の
ち
（
木
饗
）

r
O
 
 
-
山
～
9
臼

20
露
童
翌
口
無
更
・
珍
％
＝
穂
の
淳
木
撰
二
8
丁
8

盆
ぺ
禦
；
三
号
）
覆
…
漂
動
の
洛
三
雲
）
丁
丁
2

22

二
月
号

 
 
 
 
マ
マ

（
通
巻
一
三
四
号
）

-
-
［
調
禦
；
」
ぎ

丞
荒
言
三
『
号
）

昭
2
2
・
3
・
1
0

昭
2
2
・
3
・
2
5

華
や
か
な
嘘

 
 
 
（
宇
高
集
）

饒
舌

107

7
？
8

r
O
～
ρ
0

塁
・
4
・
要
塞
な
る
花

「
n
T
-
8

％
蒲
鵜
一
三
五
号
）
一
塁
・
5
・
お
薫
曲

⊥
5
-
6

26ｿ
鵜
三
六
号
）
箆
・
6
・
茄
…
ア
ラ
ベ
ス
ク

里
・
-
2

里
語
覇
一
三
七
号
）
要
・
7
愛
｝
三
三
同
人
短
歌
二

 
 8

一
1
～
2

墨
三
三
≡
八
号
）
募
・
9
愛
「
藁
同
入
簸
e
）
哲
す
-
3

29e
糊
一
三
九
号
）
豊
・
m
愛
一
假
癌
性
同
人
旧
弊
）
冨

4

3・

ﾒ
一
、
『
。
号
）
要
・
n
・
肪
漢
惣
短
歌
e
）
24

P
～
2

旧
記
警
ぴ
号
）
窮
・
墓
血
み
ど
ろ
の
霜

28

2
～
3

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
初
期
の
位
相
ロ
 
一
「
木
橦
」
を
中
心
と
し
て

 
 
＝
月
号

・
3
2

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ

 
 
皿
（
通
巻
一
四
〇
号
）

昭
2
3
・
-
「
2
5
寒
光
・
，
火
喰
鳥
 
 
一

 
 
 
 
 
 
 
 
1
3

 
 
（
同
人
短
歌
）
「

【4

`
ち

詔
蒲
七
四
喜
）
募
・
6
⊥
牡
丹
雪

 
「

6
一
5

誕
蒲
鵜
西
二
号
）
奮
・
9
・
⊥
下
樋
饗
鋸
壁
u
4

 
塚
本
邦
雄
が
「
木
魂
」
に
作
品
を
発
表
し
て
い
た
昭
和
十
八
年
五
月
二
十
五

日
発
行
の
第
十
巻
第
五
号
（
通
巻
一
〇
九
号
）
か
ら
昭
和
二
十
三
年
九
月
一
日

発
行
の
通
巻
一
四
二
号
の
問
に
お
い
て
雑
誌
は
三
十
六
冊
発
行
さ
れ
て
い
る
。

塚
本
邦
雄
が
作
品
を
発
表
し
て
い
る
1
2
回
目
と
1
3
回
目
の
間
に
通
巻
＝
一
二
号

が
は
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
昭
和
二
十
年
四
月
号
（
通
巻
＝
二

号
）
の
「
〔
そ
の
二
〕
」
と
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
の
で
、
す
で
に
「
〔
そ
の

一
〕
」
に
あ
た
る
前
号
で
塚
本
邦
雄
の
作
品
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
こ
の
号

に
は
載
っ
て
い
な
い
。
実
質
的
に
塚
本
邦
雄
が
欠
詠
し
た
の
は
1
回
目
と
2
回

目
の
間
の
昭
和
十
八
年
七
月
五
日
発
行
の
第
十
巻
第
六
号
の
た
だ
一
回
と
い
う

こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

 
「
木
橦
」
の
巻
と
号
の
数
え
方
は
ま
ち
ま
ち
で
、
多
少
の
重
複
や
混
乱
が
み

と
め
ら
れ
る
が
、
、
掲
出
の
表
は
初
出
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
。

二

 
「
木
樺
」
昭
和
十
八
年
度
の
巻
頭
に
は
、
 
「
日
本
文
學
報
國
會
短
歌
部
早
耳

誓
」
の
三
箇
条
が
麗
々
し
く
、
つ
ね
に
こ
の
年
は
飾
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
記
憶

さ
れ
て
い
て
よ
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

、
我
等
田
上
壊
無
窮
ノ
皇
運
ヲ
扶
翼
シ
奉
」
大
東
亜
職
争
ノ
完
勝
ヲ
期
ス
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一、

苴
刄
n
肇
國
ノ
精
神
ヲ
膿
シ
短
歌
ヲ
以
テ
日
本
文
化
の
嚢
展
二
寄
活
餌

 
 
ン
ト
ス

一、

苴
刄
n
短
歌
ヲ
以
テ
即
製
総
力
職
ノ
一
翼
タ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
期
ス

 
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
半
ば
信
じ
、
か
た
や
文
学
の
情
熱
に
賭
け
て
、
当
時
の

短
歌
雑
誌
は
上
本
各
地
に
お
い
て
営
々
と
継
続
さ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
塚
本

邦
雄
の
短
歌
が
は
じ
め
て
載
っ
た
。
．
「
木
模
」
 
（
第
十
巻
第
五
号
）
昭
和
十
八

年
の
五
月
号
は
、
次
の
よ
う
な
全
体
十
六
頁
か
ら
な
る
小
冊
子
で
、
多
少
の
増

減
は
あ
る
も
の
の
前
後
の
「
木
骨
」
も
だ
い
た
い
こ
ん
な
構
成
を
と
り
、
二
十

頁
ま
で
の
雑
誌
で
あ
っ
た
。

採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

闇
な
が
ら
杉
の
新
芽
の
匂
ひ
た
つ
生
れ
し
家
の
門
を
く
ぐ
り
ぬ

粥
煮
ま
す
母
に
寄
り
添
ひ
見
る
雨
は
木
々
の
新
芽
に
泌
み
ゆ
き
に
け
り

家
具
調
度
い
ろ
寂
び
そ
め
て
つ
つ
ま
し
き
母
と
な
り
た
る
姉
と
語
ら
ふ

い
つ
さ
ん
に
書
の
斜
面
を
駈
け
下
り
て
た
ん
ぽ
ぽ
の
蝶
を
飛
ば
し
め
に
け
り

に
ぼ
や
か
に
蕊
は
息
づ
く
紅
椿
花
の
禮
温
は
あ
た
た
か
な
ら
む
、

眠
る
間
も
歌
は
忘
れ
ず
こ
の
道
を
行
き
そ
め
し
ょ
り
夜
も
書
も
な
し
．

工
場
の
敷
地
と
な
り
て
公
園
の
若
葉
の
平
々
は
掘
り
お
こ
さ
れ
ぬ

ガ
ス
マ
ス
ク
し
か
と
握
り
て
伏
し
に
け
り
壕
内
の
湿
り
身
に
迫
り
く
る
（
訓
練
）

同
人
短
歌
 
幸
野
羊
三
他
一
九
名

新
古
今
和
歌
集
覚
書
 
貝
塚
 
雅

歌
集
「
豊
玉
」
を
読
み
で
 
小
林
マ
リ
子

死
に
狂
ひ
の
語
に
つ
い
て
 
光
子

詠
草
佐
々
木
久
仁
方
他
九
名

特
別
社
友
詠
草
 
言
口
正
幸
他
一
八
名

エ
ッ
セ
イ
 
音
楽
藤
崎
宅

編
集
後
記
 
幸
野
園
よ
り
幸
野
羊
三

社
規

奥
付

前
月
抄
 
十
四
首

1
～
5
頁
（
上
段
％
）

1
～
5
頁
（
下
段
殆
）

6
～
マ
頁

7
頁

8
～
9
頁

10
`
1
4
頁
（
上
段
％
）

10
`
1
2
頁
■
（
下
段
殆
）

12
`
1
4
頁
（
下
段
穐
）

15

ﾅ
15

ﾅ
16
ﾅ
（
裏
表
紙
）

塚
本
邦
雄
の
作
品
は
、
こ
の
中
の
八
～
九
頁
に
あ
た
る
「
詠
草
」
欄
に
八
首

 
こ
の
八
首
は
、
初
心
者
用
の
「
詠
草
」
欄
に
と
ら
れ
て
い
て
主
宰
者
'
・
幸
野

羊
三
の
次
の
よ
う
な
評
が
付
さ
れ
て
い
る
。
馳

・
「
非
常
な
細
さ
を
持
つ
た
作
者
で
あ
る
、
此
の
細
さ
が
鐵
線
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
、
金
線
に
迄
高
め
る
や
う
働
む
事
が
今
後
の
目
標
で
あ
ら
う
。
勉
め
ら
れ

た
い
」

 
す
な
わ
ち
、
塚
本
邦
雄
の
た
ぐ
・
い
ま
れ
な
繊
細
な
資
質
と
そ
の
才
能
が
み
が

き
あ
げ
ら
れ
て
金
線
の
ご
と
き
好
情
の
果
実
を
う
む
こ
と
へ
の
期
待
が
書
か
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
前
後
の
作
口
阻
へ
の
評
が
、
池
田
義
實
氏
の
二
首
に
つ
い
て

は
「
先
輩
の
作
を
よ
く
読
ん
で
調
子
を
箆
え
ご
ん
で
し
ま
ふ
事
、
多
作
を
す
る

事
の
二
つ
を
希
ふ
」
で
あ
り
、
後
の
中
森
義
彦
氏
の
四
首
に
つ
い
て
は
「
し
っ

か
り
し
て
來
た
が
此
の
ま
ま
眞
一
文
字
に
進
ん
で
欲
し
い
。
道
は
近
い
」
と
い

っ
た
一
般
的
、
初
心
者
む
け
の
評
で
あ
る
の
に
比
し
て
み
て
も
、
又
、
こ
の
欄

の
詠
草
が
二
首
か
ら
五
首
ど
ま
り
で
あ
る
の
に
塚
本
氏
の
み
最
初
に
し
て
八
首
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採
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
す
で
に
出
発
期
に
お
い
て
塚
本
邦
雄
の
た

ぐ
い
ま
れ
な
天
稟
と
資
質
を
幸
野
羊
三
は
少
し
く
み
ぬ
い
て
い
た
も
の
と
思
わ
．

れ
る
。

 
つ
づ
く
六
月
号
に
は
塚
本
邦
雄
の
作
品
は
み
ら
れ
ず
、
七
月
号
に
お
い
て
さ

ら
に
こ
の
「
詠
草
欄
」
に
五
首
が
採
用
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
つ
づ
く
八
月
号
の

三
回
風
の
出
詠
で
「
特
別
社
友
詠
草
欄
」
に
昇
格
し
、
つ
づ
く
九
月
号
か
ら
一

躍
、
準
同
人
と
な
り
、
以
降
昭
和
二
十
三
年
の
九
月
号
ま
で
一
回
の
欠
詠
も
な

く
作
品
を
発
表
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

夏
す
で
に
緋
ダ
リ
ア
に
見
る
炎
熱
の
色
濃
く
今
朝
の
空
澄
み
わ
た
る

咲
き
に
け
り
七
月
に
入
る
真
日
の
下
花
弁
裂
け
た
る
大
輪
ダ
リ
ヤ

女
松
原
風
の
行
方
に
書
顔
の
花
よ
り
淡
き
月
を
見
に
け
り

ひ
っ
そ
り
と
夏
を
実
籠
る
憾
あ
り
て
夕
べ
は
水
の
光
り
替
る
る

潮
騒
は
遥
か
な
り
げ
り
人
の
世
に
生
き
て
濁
り
の
夜
を
守
り
つ
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
昭
和
一
八
年
八
月
「
無
題
」
）

向
日
葵
の
傾
き
ふ
か
し
野
の
は
て
の
遠
夏
霞
う
す
れ
そ
め
つ
も

諮
然
と
蓮
ひ
ら
け
ば
こ
の
朝
の
こ
㌧
ろ
新
た
な
り
襖
に
赴
か
む

闘
け
ゆ
く
と
夏
は
お
ど
ろ
の
草
深
く
げ
ん
の
し
ょ
う
こ
の
散
る
花
も
見
つ

．
見
え
ま
つ
る
日
の
あ
り
ゃ
無
し
遥
か
な
る
谷
と
し
聞
け
ば
い
よ
よ
思
ほ
ゆ
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
昭
和
一
八
年
九
月
置
無
題
」
）

 
こ
う
し
た
塚
本
邦
雄
の
も
っ
と
も
初
期
の
作
品
に
つ
い
て
、
身
近
で
み
ま
も

っ
て
い
た
幸
田
幸
太
郎
は
後
年
の
「
木
戸
」
誌
上
で
塚
本
の
歌
の
傾
向
ど
影
響

関
係
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
い
っ
て
い
る
。

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
初
期
の
位
相
口
 
1
「
木
橦
」
を
中
心
と
し
て

 
塚
本
君
が
幸
野
先
生
の
短
歌
理
念
に
敬
服
し
、
主
と
し
て
幸
野
先
生
を
通

し
て
水
穂
の
潮
音
歌
学
を
も
芭
蕉
の
俳
階
理
念
を
も
お
お
む
ね
理
解
し
て
い

た
こ
と
が
分
る
。
そ
し
て
「
万
葉
よ
り
も
新
古
今
」
と
い
う
考
え
に
徹
し
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
く
げ

行
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
が
他
の
同
人
よ
り
顕
著
で
あ
る
。
勿
論
木
模
の
作
品

に
も
塚
本
君
の
好
ま
し
く
思
わ
ぬ
作
品
が
警
し
く
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

大
体
の
考
え
方
と
し
て
は
誰
も
同
門
的
で
あ
っ
た
の
だ
。
す
な
わ
ち
、
新
古

今
か
ら
象
徴
技
巧
を
学
ぼ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
あ
く
ま
で
直
観
を
重
要
事

と
し
乍
ら
多
く
の
同
人
は
万
葉
の
真
実
も
芭
蕉
の
ま
こ
と
と
同
様
に
大
事
に

し
た
。
ひ
と
り
塚
本
君
憶
芸
術
至
上
主
義
的
姿
勢
を
強
く
と
っ
た
。
塚
本
君

が
そ
う
い
う
姿
勢
を
と
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
幸
野
先
生
の
指
導
に
よ
る
と

こ
ろ
が
非
常
に
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
味
を
尊
重
さ
れ
た
先
生
の
作

風
と
理
論
が
塚
本
君
を
決
定
的
に
し
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
従
っ
て
塚
本

君
は
決
し
て
異
端
者
で
は
な
く
、
先
生
の
主
軸
と
な
る
も
の
だ
け
を
引
き
継

ご
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
み
た
い
。

 
こ
の
期
の
塚
本
が
「
木
模
」
に
入
門
し
、
主
宰
者
の
幸
野
羊
三
先
生
を
通
し

．
て
太
阻
水
穂
の
「
潮
音
」
歌
学
i
象
徴
技
法
を
学
び
「
万
葉
よ
り
も
新
古

今
」
的
傾
向
を
と
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
芸
術
至
上
主
義
的
傾
向
を
ひ
と
り

つ
よ
く
と
っ
て
い
た
こ
と
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
決
し
て
「
木
橦
」
の
異
端

・
者
と
い
う
の
で
は
な
く
、
幸
野
羊
三
の
主
軸
と
な
る
も
の
を
引
き
継
ご
う
と
し

て
い
た
と
い
う
こ
と
な
ど
が
解
説
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
期
、
塚
本
邦

雄
は
呉
の
本
通
り
の
古
書
店
で
「
手
に
入
れ
た
短
歌
雑
誌
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
、

ま
ず
第
一
に
『
潮
音
」
の
昭
和
十
二
、
三
年
か
ら
過
去
二
年
来
即
事
冊
や

 
「
心
の
花
」
の
昭
和
四
、
五
年
頃
が
ら
昭
和
二
、
三
年
頃
の
も
の
、
 
「
水
甕
」
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の
昭
和
十
年
代
以
前
の
も
の
、
 
「
潮
音
」
の
子
雑
誌
の
「
青
樫
」
の
昭
和
十

五
、
六
年
頃
の
も
の
を
む
さ
ぼ
る
よ
う
に
読
ん
だ
こ
と
が
「
初
心
量
る
べ
し
」

の
講
演
の
中
で
も
語
ら
れ
て
い
た
。

 
「
木
模
」
は
昭
和
十
九
年
に
は
い
っ
て
、
戦
局
が
い
よ
い
よ
苛
烈
を
極
め
て

き
た
こ
と
と
も
あ
い
ま
っ
て
二
月
、
三
月
、
四
月
の
三
回
の
発
行
に
と
ど
ま
っ

て
い
る
。
す
で
に
日
本
の
短
歌
の
結
社
雑
誌
も
昭
和
十
八
年
に
は
い
っ
て
き
た

こ
ろ
か
ら
紙
面
の
縮
小
や
統
合
廃
刊
の
実
施
が
お
こ
な
わ
れ
は
じ
め
、
昭
和
十

九
年
に
は
い
る
と
、
出
版
事
業
の
綜
合
統
制
の
強
化
は
増
々
き
び
し
く
な
っ
て

ゆ
く
の
で
あ
る
。
 
「
木
樋
」
も
そ
の
波
の
な
か
で
無
条
件
で
「
潮
音
」
へ
の
合

併
が
申
込
ま
れ
て
い
る
。

前
略
戦
勢
愈
々
熾
烈
を
極
め
て
お
り
ま
す
折
柄
わ
が
木
樺
の
発
行
も
何
時
か

は
制
限
を
受
け
る
の
已
む
を
得
ざ
る
に
至
る
も
覚
悟
し
て
居
り
．
ま
し
た
処
、

昨
秋
太
田
水
穂
先
生
よ
り
無
条
件
で
潮
音
へ
合
併
を
申
込
ま
れ
ま
し
た
が
、

地
方
誌
と
し
て
の
使
命
を
考
慮
し
て
確
答
を
御
猶
予
願
っ
て
そ
の
ま
＼
今
日

に
至
り
ま
し
た
処
が
最
近
に
愈
々
政
府
が
歌
誌
統
合
に
乗
り
出
し
て
本
領
で

も
全
縣
下
の
同
人
誌
を
全
部
纒
め
て
一
誌
に
す
る
如
き
機
運
に
至
り
ま
し
た

由
で
、
，
「
広
島
縣
国
民
詩
歌
協
会
」
よ
り
統
合
賛
成
か
廃
刊
か
の
当
方
の
内
意

を
問
合
せ
て
参
り
ま
し
た
。
も
と
よ
り
右
協
会
な
る
も
の
は
広
島
在
の
歌
人

某
々
氏
等
の
機
関
の
如
き
も
の
で
、
私
等
平
素
よ
り
問
題
に
し
て
み
な
い
も

の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
現
時
聯
奏
用
紙
の
配
給
も
無
く
な
る
と
す
れ
ば
、
同

協
会
に
合
流
し
て
各
自
作
品
発
表
の
途
を
構
ず
る
か
、
潮
音
へ
統
合
さ
れ
て

勉
強
を
続
け
る
か
、
又
は
一
時
隠
忍
し
て
時
局
の
好
転
を
待
っ
て
再
刊
を
計

る
か
の
三
途
あ
り
ま
す
。
 
（
中
略
）
態
度
決
定
は
目
前
に
迫
っ
て
来
た
の
で

あ
り
ま
す
。
就
て
は
幹
部
同
人
ど
し
て
日
頃
特
別
の
御
心
配
を
願
っ
て
み
る

高
倉
の
御
意
見
の
多
数
決
に
因
っ
て
決
定
す
る
の
が
一
番
隠
当
と
考
え
ま
す

の
で
、
何
卒
貴
下
の
御
意
饗
を
至
急
御
聞
か
せ
下
さ
れ
た
く
御
願
ひ
申
上
げ

ま
す
。

と
い
う
昭
和
十
九
年
四
月
二
十
七
日
付
の
ガ
リ
刷
り
の
折
こ
み
が
幸
野
羊
三
の

名
前
で
く
ば
ら
れ
て
い
る
。
 
「
木
模
」
の
昭
和
十
九
年
の
五
月
か
ら
の
休
刊
に

と
も
な
っ
て
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
次
第
に
つ
い
て
は
ど
う
決
論
さ
れ
た
か
は
明

確
で
な
い
の
だ
が
、
昭
和
二
十
年
に
は
い
っ
て
、
ガ
リ
版
刷
り
の
二
頁
～
六
頁

位
の
小
冊
子
を
三
且
、
四
月
（
「
そ
の
一
」
 
「
そ
の
二
」
）
、
五
月
、
・
六
月
の

五
分
冊
を
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
推
察
す
る
に
、
結
局
、
 
「
広
島
縣
国
民
詩

歌
協
会
」
に
も
統
合
さ
れ
ず
、
又
「
潮
音
」
に
も
統
合
さ
れ
ず
、
最
後
の
コ
．

時
隠
忍
し
て
時
局
の
好
転
を
待
つ
」
と
い
う
孤
高
の
道
が
と
ら
れ
た
よ
う
で
あ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ノ
」

る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、
」
 
 
 
・

 
こ
の
間
の
塚
本
邦
雄
の
作
品
の
一
徴
表
は
、
戦
時
下
の
ま
っ
た
だ
中
に
あ
り

な
が
ら
も
く
戦
争
〉
に
直
接
か
か
わ
る
と
思
わ
れ
る
言
挙
の
歌
が
皆
無
と
い
っ

て
よ
い
ぐ
ら
い
無
い
こ
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
木
模
」
の
昭
和
二
十
年
の
五

月
号
の
ガ
リ
刷
り
の
巻
頭
を
み
る
と
幸
野
羊
三
の
次
の
よ
う
な
四
首
が
並
ん
で

い
て
、
く
し
く
も
時
代
を
反
映
し
て
い
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
た

皇
国
の
神
の
み
怒
ち
り
ぢ
り
の
光
を
降
り
て
撃
ち
ぞ
鞠
ま
す
 
 
幸
野
羊
三

か
む
怒
ひ
と
た
び
降
る
や
あ
な
醜
、
敵
四
百
艘
火
柱
と
燃
ゆ

す
め
ろ
ぎ
の
み
言
の
ま
に
ま
か
し
こ
み
と
た
だ
追
ひ
落
と
せ
つ
は
も
の
神
達

あ
は
れ
さ
は
神
を
も
知
ら
ず
遥
々
と
き
ほ
ひ
寄
せ
来
て
繧
の
餌
と
な
る
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こ
の
幸
野
羊
三
の
四
首
は
当
時
の
斎
藤
茂
吉
の
戦
争
歌
の
位
相
に
も
重
な

る
。
 
「
皇
国
の
神
」
と
い
い
、
 
「
か
む
怒
」
 
「
す
め
ろ
ぎ
の
み
言
」
 
「
神
を
も

知
ら
ず
」
と
い
う
。
こ
の
発
想
は
、
〈
天
皇
〉
と
く
神
〉
を
イ
ク
オ
ー
ル
で
結

び
つ
け
、
さ
ら
に
は
〈
天
皇
〉
と
く
わ
れ
〉
と
の
関
係
を
天
皇
の
み
た
み
の

〈
わ
れ
〉
、
天
皇
の
〈
軍
〉
、
天
皇
の
〈
国
〉
へ
と
結
び
つ
け
、
〈
個
〉
で
あ

る
自
己
の
位
相
を
隠
蔽
し
、
 
〈
公
〉
の
位
相
の
浸
潤
の
申
に
身
を
ま
か
せ
、
戦

争
歌
特
有
の
一
オ
ク
タ
ー
ブ
高
い
発
声
と
怒
号
へ
と
か
わ
っ
て
ゆ
き
、
お
び
た

 
 
 
 
ユ
ニ
フ
オ
 
ム

だ
し
い
「
制
服
歌
」
的
瓦
礫
の
歌
を
量
産
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

歌
が
「
木
極
」
誌
上
に
も
奔
騰
す
る
申
で
、
塚
本
邦
雄
は
ひ
と
り
次
の
よ
う
な

歌
を
ガ
リ
刷
り
の
「
木
模
」
誌
上
に
発
表
し
つ
づ
け
る
の
で
あ
る
。

月
量
の
な
ほ
遠
白
き
窓
明
り
花
幽
か
な
る
も
再
た
告
げ
ぎ
り
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
つ
つ

や
す
ら
け
く
無
明
に
か
へ
る
面
ざ
し
の
現
に
白
き
春
の
月
量

燃
え
蓋
す
春
の
没
日
に
か
が
よ
ひ
て
蘇
紡
の
花
の
さ
ら
に
色
濃
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
昭
和
二
〇
年
三
月
「
無
題
」
）

握
り
し
め
耐
へ
し
う
つ
つ
か
野
葡
の
幽
け
き
瞑
り
掌
に
の
こ
り
つ
つ

紅
さ
し
て
楓
芽
を
ふ
く
三
月
の
雨
は
命
を
ぬ
ら
す
ば
か
り
な
り

嬢
の
底
に
青
く
ね
れ
る
蜥
蜴
と
達
し
た
ま
ゆ
ら
に
炎
え
上
り
た
れ

縁
あ
り
て
師
の
み
こ
こ
ろ
と
溢
れ
た
る
青
葉
の
難
に
今
日
ぞ
入
り
来
ぬ

若
葉
風
言
さ
や
に
師
は
わ
が
歌
を
咲
ぎ
擁
む
花
に
な
ぞ
ら
へ
ま
し
き

木
瓜
の
花
ひ
そ
け
き
昼
の
日
に
散
り
ぬ
回
し
微
に
入
る
師
が
言
の
葉
は

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
昭
和
二
〇
年
四
月
「
無
題
」
∀

向
日
葵
も
め
ぐ
り
つ
く
し
ぬ
言
問
は
ず
応
へ
な
く
過
ぎ
て
今
日
も
一
日
や

秋
立
ち
ぬ
我
れ
が
切
な
き
常
住
を
は
っ
か
に
彩
ふ
犬
蓼
の
朱

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
初
期
の
位
相
ロ
 
一
「
木
僅
」
を
中
心
と
し
て

蓼
の
花
散
り
て
は
淡
き
片
明
り
諦
め
て
生
か
ば
生
き
ら
る
る
易
ぞ

霧
冷
え
の
幾
夜
か
地
に
還
り
ゆ
く
微
け
き
も
の
の
騎
も
見
た
り
し

撮
転
の
幾
夜
か
凍
る
瞼
に
耀
ひ
て
皓
き
母
に
ゐ
ま
し
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
昭
和
二
〇
年
五
月
「
無
題
」
）

迫
り
来
て
機
影
破
璃
戸
を
よ
ぎ
る
と
き
刺
し
違
へ
死
な
む
怒
り
あ
る
な
り

春
ふ
か
く
咲
巷
疲
れ
た
る
直
な
ら
し
霞
み
つ
つ
散
る
や
吐
息
の
如
く

い
く
度
か
つ
ひ
の
春
と
し
思
ひ
て
は
ま
た
散
り
し
き
る
花
に
ま
み
る
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
昭
和
二
〇
年
六
月
「
無
題
」
）

 
敗
戦
を
目
前
に
ひ
か
え
た
昭
和
二
十
年
の
上
半
期
、
塚
本
邦
雄
は
ひ
と
り
、

「
蘇
紡
の
花
」
 
「
野
葡
」
 
「
楓
」
 
「
若
葉
」
 
「
木
瓜
の
花
」
 
「
向
日
葵
」
 
「
犬

蓼
の
朱
」
を
う
た
い
な
が
ら
、
お
の
れ
の
心
の
位
相
と
生
死
の
位
相
を
、
そ
う

し
た
も
の
を
見
、
認
識
す
る
お
の
れ
の
美
意
識
を
通
し
て
顕
現
さ
せ
る
べ
く
苦

吟
し
て
い
る
の
・
で
あ
る
。三

 
「
木
模
」
は
昭
和
二
十
年
六
月
、
通
巻
一
二
四
号
を
ガ
リ
刷
り
印
刷
で
出

し
、
そ
の
後
、
敗
戦
を
は
さ
ん
で
約
一
年
間
の
休
刊
の
や
む
な
き
状
態
に
お
い

こ
ま
れ
、
昭
和
二
十
一
年
の
五
月
か
ら
再
び
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

る
。

 
本
誌
の
復
刊
に
つ
い
て
は
主
宰
病
臥
申
の
所
私
も
多
忙
に
極
め
て
ゐ
ま
し

た
の
で
吉
富
小
川
両
君
の
書
力
に
與
り
ま
レ
た
。
春
休
み
を
得
て
や
う
や
く

主
宰
を
訪
ね
見
舞
労
々
種
々
お
話
し
致
し
ま
し
た
が
主
宰
は
声
を
出
す
事
が
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不
自
由
な
為
詳
レ
い
事
は
語
れ
な
い
の
で
私
に
面
倒
を
見
る
や
う
に
と
の
お

話
で
し
た
。
．
・
（
中
略
）
尚
復
刊
で
あ
り
ま
す
か
ら
何
か
に
つ
け
十
年
余
発
行

し
た
前
誌
の
精
神
を
受
け
つ
い
で
行
ぐ
筈
で
す
。
急
激
な
時
代
の
風
潮
に
こ

び
た
飛
躍
を
警
戒
し
つ
つ
更
に
清
新
に
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

・
「
復
刊
に
吊
り
て
」
と
い
う
文
章
の
中
で
大
内
美
行
は
、
以
上
の
よ
う
な
こ

と
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
 
「
薫
習
」
復
刊
に
あ
た
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の

主
宰
者
・
幸
野
羊
三
が
病
臥
中
で
あ
る
た
め
自
分
が
か
わ
っ
て
一
応
、
面
倒
を

み
一
る
こ
と
。
、
こ
の
こ
と
は
幸
野
羊
三
自
身
も
同
号
で
「
今
で
は
食
欲
も
進
み
、

臥
な
が
ら
も
こ
ん
な
小
文
が
書
け
る
や
う
に
な
っ
た
。
だ
が
ど
う
せ
永
い
命
で

は
な
い
と
思
っ
て
み
る
。
友
人
達
の
懇
志
が
凝
っ
て
現
在
有
る
命
の
私
は
一
切

を
そ
の
厚
志
に
任
し
て
、
た
だ
の
び
の
び
と
命
の
限
り
を
生
き
て
行
か
う
と
思

ふ
。
友
人
達
よ
『
木
橦
」
の
世
話
一
切
を
お
願
ひ
し
ま
す
。
」
と
「
友
情
一

附
・
私
の
近
状
一
」
で
書
き
、
主
宰
者
の
名
義
だ
け
の
こ
し
て
世
話
一
切
を

大
内
美
行
以
下
の
諸
同
人
に
た
の
む
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

 
こ
れ
よ
り
塚
本
邦
雄
も
三
十
六
名
の
「
下
汐
同
人
」
の
一
人
置
加
え
ら
れ
、

復
刊
後
も
作
品
を
発
表
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
こ
の
復
刊
号
を
飾
っ
た
最
初
の

作
品
は
「
澗
れ
菜
」
と
題
す
る
次
の
よ
う
な
七
首
で
あ
っ
た
。

お
ほ
か
た
は
餓
に
か
か
は
る
も
の
い
ひ
の
寒
ざ
む
と
霜
に
咲
く
花
八
ツ
手

わ
れ
と
わ
が
生
死
の
ほ
ど
も
侍
め
な
き
菜
食
や
花
の
早
も
凋
れ
つ
つ

及
び
な
き
言
言
し
く
せ
ら
る
る
を
人
か
き
わ
け
て
覗
き
視
た
り
し

こ
と
さ
ら
に
わ
れ
の
み
飢
う
と
嘆
か
め
や
あ
た
た
か
に
今
日
を
に
ほ
ふ
も
み

ち
葉

飢
え
死
な
む
日
も
あ
ら
ば
あ
れ
土
深
く
清
け
き
百
合
の
球
根
埋
む
る

夕
光
り
生
温
く
背
に
ま
っ
は
れ
ば
恋
唄
も
歌
へ
わ
が
濁
り
声

っ
ひ
に
し
て
わ
が
亡
ひ
し
春
と
い
は
じ
逞
し
く
独
活
の
若
菜
匂
へ
り

 
そ
の
後
、
塚
本
邦
雄
は
意
欲
的
に
「
花
葡
」
 
「
あ
ぢ
さ
る
」
 
「
倫
理
」
 
「
い

の
ち
」
と
月
々
作
品
を
発
表
し
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。
 
「
い
の
ち
」
五
首
を
発

表
し
た
「
急
撃
」
昭
和
二
十
一
年
十
月
号
の
巻
末
に
は
、
次
の
よ
う
な
幸
野
羊

三
の
死
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

 
昨
秋
以
来
御
病
臥
中
の
幸
野
羊
三
先
生
に
は
十
月
十
四
日
午
後
十
時
三
十

分
薬
石
甲
斐
な
く
御
逝
去
遊
ば
さ
れ
ま
し
た
。
連
絡
の
つ
い
た
受
認
同
人
数

名
翌
日
会
葬
に
参
列
し
御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
し
た
。

 
幸
野
羊
三
死
後
、
妻
の
塩
崎
光
子
が
選
に
あ
た
り
「
木
橦
」
は
そ
の
ま
ま
続

刊
さ
れ
て
ゆ
く
。
そ
う
し
た
な
か
で
昭
和
二
十
二
年
の
五
月
号
に
発
表
し
た

「
数
寄
な
る
花
」
十
一
首
の
群
論
は
、
こ
の
習
作
下
問
中
に
到
達
し
た
塚
本
邦

雄
の
一
つ
の
ピ
ー
ク
を
示
す
作
品
で
あ
惹
と
思
わ
れ
る
。

ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
と
褒
む
る
が
如
く
疑
さ
れ
し
吾
や
い
ら
い
ら
と
朱
き
夕
雲

神
々
に
劣
れ
る
我
が
情
な
く
ア
ネ
モ
ネ
畑
を
は
だ
ル
で
飛
び
出
す

言
葉
に
も
な
ら
ぬ
思
想
を
嵩
ず
り
て
石
楠
花
ぞ
白
き
山
へ
入
り
行
く

眞
黄
な
る
花
が
地
上
に
咲
き
め
ぐ
り
我
が
体
重
を
軽
か
ら
し
む
る

ブ
ル
ガ
リ
ア
に
は
薔
薇
咲
き
さ
か
る
春
と
聞
け
貧
乏
ゆ
す
り
の
や
む
吾
な
ら

ぬ
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G
I
の
群
華
か
に
歩
む
あ
た
り
額
あ
げ
て
視
む
春
は
な
か
り
き

肉
体
も
紳
も
知
ら
さ
ぬ
暗
が
ヶ
に
ほ
の
ぼ
の
と
灯
る
一
つ
菜
の
花

沈
滞
の
吾
に
ま
ぶ
し
く
反
り
か
へ
る
三
三
な
れ
や
今
に
視
て
み
よ

埃
塗
れ
に
吾
も
花
び
ら
に
重
れ
と
ロ
ー
マ
ン
の
木
の
回
れ
は
云
は
ぬ

リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
水
素
の
や
う
に
軽
け
れ
ば
藏
に
入
り
古
き
兜
を
さ
が
す

象
牙
の
塔
の
裏
か
ら
出
で
し
人
畜
の
青
い
ネ
ク
タ
イ
の
あ
れ
が
己
ぞ

 
こ
こ
に
お
い
て
「
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
」
を
う
た
い
「
神
．
々
」
・
「
思
想
」
 
「
ブ
ル

ガ
リ
ア
」
「
G
I
の
群
」
「
ロ
…
マ
ン
の
木
の
實
」
「
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
」
「
象
牙
の

塔
」
と
い
っ
た
、
従
来
あ
ま
り
短
歌
の
世
界
で
は
う
た
わ
れ
て
い
な
い
新
素
材

を
駆
使
し
、
意
欲
的
に
拝
情
の
世
界
を
切
り
ひ
ら
こ
う
と
し
て
い
る
孤
高
の
姿

が
み
え
る
。
以
降
、
 
「
綺
想
曲
」
 
「
ア
ラ
ベ
ス
ク
」
 
「
粋
な
祭
」
そ
し
て
最
後

の
「
暗
緑
調
・
密
月
抄
・
転
落
公
子
」
と
作
品
を
発
表
し
て
ゆ
く
も
の
の
「
わ

れ
」
 
（
吾
）
と
い
う
形
而
下
的
で
日
常
的
な
第
一
人
称
の
〈
私
〉
が
こ
の
期
の

一
首
一
首
の
作
品
の
背
後
に
ピ
ッ
タ
リ
と
は
り
つ
き
、
今
一
歩
新
し
い
世
界
へ

脱
却
し
き
れ
な
い
で
い
る
。
 
 
、

 
歌
人
・
塚
本
邦
雄
が
こ
こ
か
ら
真
に
脱
出
す
る
た
め
に
は
、
も
う
ひ
と
り
の

半
身
像
・
杉
原
一
司
と
の
出
会
い
を
ま
た
ね
ば
な
ら
、
な
い
。
塚
本
邦
雄
は
前
に

も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
す
で
に
昭
和
十
九
年
置
は
「
木
模
」
の
他
に
「
洋
弓
」
に

も
所
属
し
、
戦
後
は
「
オ
レ
ン
ヂ
」
 
（
後
「
日
本
歌
人
」
「
）
や
同
人
誌
「
く
れ

な
み
」
に
も
所
属
し
、
作
品
を
発
し
て
い
た
。
そ
の
「
オ
レ
ン
ヂ
」
に
は
未
知

の
杉
原
一
司
が
作
品
を
発
表
し
て
お
り
、
又
同
人
誌
「
く
れ
な
み
」
に
は
、
後

「
メ
ト
ー
ド
」
の
創
刊
同
人
で
あ
る
生
島
資
子
や
竹
島
慶
子
も
所
属
し
熱
気
あ

ふ
れ
る
作
品
を
つ
く
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

塚
本
邦
雄
に
お
け
る
初
期
の
位
相
ロ
 
一
「
木
僅
」
を
中
心
と
し
て

昭
和
二
十
二
年
十
一
月
号
の
「
木
樫
」
に
は
、
 
「
二
十
代
の
熱
」
と
題
す
る

「
く
れ
な
み
」
の
仲
間
と
作
品
に
つ
い
て
の
塚
本
の
エ
ッ
セ
イ
が
あ
り
、
参
考

に
な
る
。

 
最
近
大
阪
で
二
十
代
ば
か
り
の
人
々
が
集
っ
て
つ
く
っ
た
「
く
れ
な
み
」

と
い
ふ
歌
誌
が
あ
る
。
若
く
し
て
才
能
に
め
ぐ
湿
れ
、
数
多
の
古
典
、
先
人

の
作
品
を
読
み
、
自
ら
も
歌
境
に
幾
多
の
変
転
を
重
ね
空
想
に
甘
え
た
ロ
マ

ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
に
も
、
生
活
の
一
断
片
に
何
か
あ
る
と
信
じ
て
み
る
糞
レ
ア

リ
ズ
ム
に
も
倦
き
た
ら
ず
、
血
み
ど
ろ
に
な
り
、
裸
に
な
り
、
い
か
に
し
て

本
当
の
短
歌
、
純
粋
詩
と
し
て
の
短
歌
を
生
ま
う
か
と
研
讃
し
て
み
る
人
々

の
集
団
で
あ
る
。
美
し
い
詩
が
欲
し
い
、
然
し
知
性
の
系
譜
の
無
い
人
間
の

探
求
の
無
い
も
の
は
、
西
行
、
芭
蕉
の
完
成
し
た
道
統
に
寝
こ
ろ
ぶ
の
も
同

様
だ
。
き
び
し
い
現
実
に
生
き
、
人
間
の
苦
悩
を
見
つ
め
ね
ば
な
ら
ぬ
、
然

し
腕
章
を
ま
き
赤
旗
を
ふ
っ
て
闘
争
の
歌
を
う
た
っ
て
い
る
の
は
之
亦
熱
病

に
近
く
、
そ
の
作
品
は
概
ね
戦
時
申
の
御
用
短
歌
と
え
ら
ば
ぬ
。
高
く
飛
躍

し
、
き
ら
め
く
や
う
な
ポ
エ
ジ
ィ
が
大
切
だ
、
然
し
あ
の
新
短
歌
、
非
定
型

短
歌
の
シ
ュ
ー
ル
・
レ
ア
リ
ズ
ム
は
す
で
に
短
歌
の
増
を
こ
え
て
み
る
。
こ

う
考
え
て
来
た
時
ど
ん
な
歌
が
の
こ
る
か
は
興
味
あ
る
問
題
で
あ
る
。
 
「
く

れ
な
み
」
は
一
種
の
天
才
教
育
の
道
場
の
観
あ
り
生
温
い
腰
の
据
ら
ぬ
作
家

は
迎
へ
な
い
。
自
他
共
に
許
す
人
々
の
み
が
、
同
じ
理
想
を
も
つ
も
の
ば
か

り
が
、
え
ら
ば
れ
て
集
っ
て
み
る
。
が
決
し
て
独
善
的
で
も
、
 
「
象
牙
の

塔
」
式
で
も
な
い
。
実
に
凄
い
勉
強
を
し
、
追
い
知
識
を
吸
収
し
て
み
る
。

次
の
様
な
「
相
言
葉
」
が
あ
る
が
之
も
決
し
て
こ
廿
お
ど
し
で
は
な
い
「
短

歌
を
創
る
こ
と
は
肉
体
の
消
耗
で
あ
る
」
 
「
古
典
を
読
む
な
」
 
「
映
画
か
ら
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、

哲
学
か
ら
絵
画
か
ち
、
天
文
学
か
ら
音
楽
か
ら
、
我
々
は
学
ば
ね
ば
な
ら

ぬ
」
等
々
。
僕
も
一
員
で
あ
る
が
こ
の
仲
間
の
刺
激
は
実
に
強
烈
だ
。
集
っ

て
も
仲
間
褒
め
は
絶
対
に
し
な
い
。
 
「
ひ
と
り
よ
が
り
」
に
な
ら
ぬ
た
め
他

の
批
判
に
一
心
に
耳
を
傾
け
る
。
今
の
と
こ
ろ
若
い
故
に
未
完
成
で
あ
り
、

血
気
に
逸
っ
て
み
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
実
に
生
々
と
し
、
一
種
ム
ッ
と
す
る

熱
気
に
満
ち
て
み
る
。
退
屈
な
歌
だ
げ
は
死
ん
で
も
詠
ま
ぬ
心
が
ま
へ
で
あ

る
。
僕
の
最
近
感
心
し
た
作
品
を
あ
げ
る
と
、
 
（
後
略
）

 
こ
の
あ
と
、
感
心
し
た
作
品
と
レ
て
埜
中
清
一
、
池
田
道
夫
、
生
島
資
子
、

竹
島
慶
子
、
津
田
清
子
、
見
本
き
よ
子
の
作
品
数
首
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

屋
根
々
沁
々
々
ば
か
り
続
園
な
り
屋
根
に
す
が
り
つ
く
人
に
く
み
み
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
埜
中
 
清
」

い
つ
し
か
に
怒
り
心
も
滅
び
ゆ
ぎ
夏
雲
の
か
げ
掃
ぎ
清
め
る
つ

な
衷
な
か
に
身
を
も
ち
く
ず
し
夏
雲
の
低
く
な
れ
よ
と
希
ふ
ば
か
り
ぞ

耐
へ
が
て
ぬ
朝
の
想
ひ
や
こ
の
わ
れ
が
死
に
て
の
後
も
鶏
頭
は
紅
き

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
池
田
 
道
夫

ち
り
ち
り
と
ち
早
れ
ゆ
く
夕
日
に
眼
と
ち
ぬ
明
日
は
血
を
流
す
思
ひ
も
あ

れ
よ

か
な
し
み
は
天
の
高
所
に
ひ
ろ
ご
り
て
落
ち
な
む
と
し
て
は
ひ
冨
か
ふ
ご

と
し

風
立
て
ば
青
葉
と
と
も
に
光
る
な
り
裾
襖
つ
づ
り
み
る
わ
れ
の
両
前
も

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
生
島
資
子

夏
帯
を
強
く
締
め
た
り
砕
か
る
れ
ど
砕
か
る
れ
ど
朝
の
思
ひ
正
し
ぬ

冬
の
陽
の
白
く
砕
け
る
砂
浜
に
ま
っ
し
よ
と
こ
の
み
言
ひ
て
か
へ
り
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
竹
島
 
慶
子

落
忌
と
思
は
ぬ
日
さ
へ
逐
は
れ
き
て
つ
ひ
に
立
た
さ
れ
し
夏
野
な
り
け
り

友
ら
み
な
き
そ
ひ
人
妻
と
な
り
ゆ
く
日
海
ふ
か
き
藍
に
わ
れ
は
染
ま
ら
ぬ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
津
田
清
子

 
こ
の
熱
気
あ
ふ
れ
る
集
団
「
く
れ
な
み
」
の
仲
間
と
「
オ
レ
ン
ヂ
」
の
杉
原

一
司
を
あ
わ
せ
た
位
相
に
、
塚
本
邦
雄
の
め
ざ
す
べ
き
短
歌
の
未
来
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。

 
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
、
は
じ
め
て
「
杉
原
一
司
に
円
い
意
氣
投
合
、
新
誌

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
メ
ト
く
ド

獲
刊
を
目
論
」
み
、
さ
ら
に
翌
二
十
四
年
八
月
、
同
人
誌
「
ζ
卑
ゴ
。
α
Φ
」
を

杉
原
一
司
、
生
島
資
子
、
岸
本
光
治
、
稗
田
雛
子
ら
と
発
行
す
る
の
で
あ
る
ゆ

コ
≦
凶
夢
。
告
①
」
は
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
の
二
頁
で
、
昭
和
二
十
四
年
八
月
に
創
刊
さ

れ
、
約
半
年
後
に
は
廃
刊
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
片
腕
と
も
た
の
む
杉
原
一

司
が
、
天
理
外
語
在
学
中
に
病
気
に
か
か
り
急
逝
し
た
か
ら
で
あ
る
。
 
「
水
葬

物
語
」
の
「
駿
」
文
に
は
「
僕
た
ち
は
共
同
の
實
験
室
で
、
こ
の
殿
堂
の
す
べ

て
の
構
成
要
素
を
、
よ
り
精
密
な
よ
り
健
康
な
方
程
式
に
よ
り
、
創
造
す
べ
く

孜
孜
と
螢
み
つ
づ
け
た
。
方
程
式
を
、
僕
た
ち
は
か
り
に
『
方
法
」
と
よ
び
、
ラ

ボ
ラ
ト
リ
ー
を
『
メ
ト
ー
ド
」
と
名
づ
け
た
。
そ
の
む
く
い
の
無
い
、
然
し
光

榮
あ
る
い
と
な
み
の
半
ば
、
一
九
五
〇
年
五
月
二
一
日
、
こ
の
實
験
室
の
創
始

者
は
、
た
ぐ
い
稀
な
才
能
を
ひ
め
て
天
折
し
た
。
畏
友
杉
原
一
司
二
十
五
歳
。
」

と
記
さ
れ
て
あ
る
。
 
 
 
 
 
 
／

亡152〕


